
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  普段なじみの薄い市の財政状況について、令和５年度決算を 
もとに、出来るだけわかりやすく説明します。 



会　計　の　種　類

金　　額 前年比 金　　額 前年比 金　　額 前年比

一般会計 38,806,465 △ 2.2 36,919,686 △ 3.7 1,886,779 40.3

9,171,298 △ 3.8 8,781,241 △ 0.6 390,057 △ 44.3

89,897 △ 11.7 83,593 △ 12.3 6,304 △ 1.8

41,047 △ 2.6 39,600 25.3 1,447 △ 86.3
※市内ミニ下水道に係るものです。

介護保険特別会計 7,698,805 1.6 7,387,505 1.5 311,300 4.5

後期高齢者医療特別会計 1,290,202 2.1 1,284,900 2.2 5,302 △ 21.8

合　　　　　　計 57,097,714 △ 1.9 54,496,525 △ 2.4 2,601,189 9.9

　

農業集落排水事業特別会計

１．決算とは？会計の種類や金額は？
　

（単位：千円・％）

（Ａ） - （Ｂ）

国民健康保険特別会計
（事業勘定）
※保険の運営に係るものです。

　歳入総額　（Ａ） 　歳出総額　（Ｂ）
歳入歳出差引額

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
※市内２診療所に係るものです。

令和５年度各会計の決算額

一般会計とは？

福祉、教育、防災対策、道路整備など、

市の基本的な行政サービスを行う会計
のことをいいます。

特別会計とは？

国民健康保険税や介護保険料など特定
の収入で、特定の事業を行う場合に設ける
会計のことをいいます。

¥ ¥



（１）地方消費税交付金等       ： 地方消費税交付金・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 所得割交付金・法人事業税交付金・ゴルフ場利用税交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　自動車取得税交付金・環境性能割交付金・地方特例交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　交通安全対策特別交付金

（２）分担金及び負担金等       ： 分担金及び負担金・使用料及び手数料

（３）諸収入等　　　　　            ： 諸収入・財産収入・寄附金・繰入金

２．入ってくるお金（歳入）ってどんなものがあるの？その金額は？
　

  市の歳入には、みなさまから納付していただく市税（市民税や固定資産税など）
のほかに、特定の事業の経費の一部として国や県から交付されるもの（国庫支出
金と県支出金）や、道路や学校などを建設、改修する際に国や銀行から借りること
が出来る借金（市債）などがあります。それぞれの決算額は以下のとおりです。

自主財源

60.7%

依存財源

39.3% 市 税

46.8%

諸収入等

8.9%

繰越金

3.5%分担金及び

負担金等

1.5%

国庫支出金

15.5%

地方消費税

交付金等

7.2%

市 債

6.9%

県支出金

6.6%

地方交付税

1.6%

地方譲与税

1.5%

歳入合計

388億646万5千円

国税の一部から市の財政状況

に応じて交付されるお金

国が集めた特定の税のうち

一定の基準で市へ渡されるお金

県からの補助金など

消費税の

一部から

交付される

お金など

国や銀行などから

借りたお金

国からの補助金など

特定の経費の一部を

負担してもらったお金など

市民税や固定資産税など

みなさまが納めたお金

貸付金収入など前年度からの繰越金



（単位：千円・％）

款 決  算  額  （Ａ） 構成比 前年度決算額（Ｂ） 比較（Ａ）-（Ｂ）

　１ 市税 18,155,628 46.8 17,820,837 334,791

　２ 地方譲与税 578,687 1.5 549,456 29,231

　３ 利子割交付金 5,831 0.0 7,319 △ 1,488

　４ 配当割交付金 82,560 0.2 73,657 8,903

　５ 株式等譲渡所得割交付金 98,644 0.3 58,522 40,122

　６ 法人事業税交付金 206,805 0.5 204,937 1,868

　７ 地方消費税交付金 2,110,594 5.5 2,155,930 △ 45,336

　８ ゴルフ場利用税交付金 147,901 0.4 150,569 △ 2,668

  ９ 自動車取得税交付金 3,654 0.0 1,051 2,603

 10 環境性能割交付金 52,010 0.1 47,477 4,533

 11 地方特例交付金 68,920 0.2 75,522 △ 6,602

 12 地方交付税 614,926 1.6 30,087 584,839

 13 交通安全対策特別交付金 9,669 0.0 11,047 △ 1,378

 14 分担金及び負担金 155,618 0.4 151,634 3,984

 15 使用料及び手数料 426,302 1.1 444,469 △ 18,167

 16 国庫支出金 6,025,875 15.5 7,041,266 △ 1,015,391

 17 県支出金 2,553,067 6.6 2,179,726 373,341

 18 財産収入 119,038 0.3 133,663 △ 14,625

 19 寄附金 364,011 0.9 401,544 △ 37,533

 20 繰入金 2,046,548 5.3 1,218,608 827,940

 21 繰越金 1,345,100 3.5 2,875,448 △ 1,530,348

 22 諸収入 955,777 2.4 795,503 160,274

 23 市債 2,679,300 6.9 3,257,900 △ 578,600

歳    入    合    計 38,806,465 100.0 39,686,172 △ 879,707

　　　　　（１）地方消費税交付金等       ： 地方消費税交付金・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 所得割交付金・法人事業税交付金・ゴルフ場利用税交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　自動車取得税交付金・環境性能割交付金・地方特例交付金・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　交通安全対策特別交付金

　　　　　（２）分担金及び負担金等       ： 分担金及び負担金・使用料及び手数料

　　　　　（３）諸収入等　　　　　            ： 諸収入・財産収入・寄附金・繰入金

令和５年度歳入決算額（一般会計）



３．どんなことにお金が使われたの？その金額は？
　

　ごみ処理に関する経費、バスの運行、小学校・中学校に関する経費、高齢者福祉費、保育園関係
費、生活保護に関する経費のほかに、消防・防災に関する経費など、多岐にわたってみなさまの生活
に関係するものに使われています。それぞれの決算額は以下のとおりです。

民生費

38.2%

総務費

18.7%

衛生費

12.2%

教育費

9.5%

土木費

6.2%

公債費

5.2%

消防費

4.5%

農林水産業費

2.4%

商工費

2.0%
その他

1.1%

歳出合計
369億1,968万6千円

■消防費　　　　16.7億円　消防・防災などにかかったお金
■農林水産業費　 8.9億円　農林業などの振興にかかったお金
■商工費　　　　 7.3億円　観光の振興などにかかったお金
■その他　　　　 4.1億円　市議会や勤労者の福祉、災害の復旧にかかったお金

■民生費　　 　141.0億円　福祉のためにかかったお金（高齢者福祉、生活保護など）
■総務費　　　　69.1億円　市役所の運営、バスの運行、税事務などにかかったお金
■衛生費　　　　45.1億円　ごみ処理、保健・医療などにかかったお金
■教育費　　　　34.9億円　小・中学校や公民館などの運営にかかったお金
■土木費　　　　22.9億円　道路や河川の整備・維持などにかかったお金
■公債費　　　　19.2億円　借金の返済にかかったお金



（単位：千円・％）

款
決　算　額

（Ａ）
構成比

前年度決算額
（Ｂ）

比較
（Ａ）-（Ｂ）

　１　議　会　費 268,403 0.7 274,310 △ 5,907

　２　総　務　費　　 6,907,038 18.7 6,851,197 55,841

　３　民　生　費 14,095,269 38.2 12,519,022 1,576,247

　４　衛　生　費 4,514,963 12.2 6,311,415 △ 1,796,452

　５　労　働　費 37,244 0.1 77,750 △ 40,506

　６　農林水産業費 893,137 2.4 748,135 145,002

　７　商　工　費 726,173 2.0 769,269 △ 43,096

　８　土　木　費 2,292,217 6.2 2,590,583 △ 298,366

　９　消　防　費 1,670,545 4.5 1,650,942 19,603

１０　教　育　費 3,485,086 9.5 4,649,849 △ 1,164,763

１１　災害復旧費 109,991 0.3 175,623 △ 65,632

１２　公　債　費 1,919,620 5.2 1,722,977 196,643

歳　　出　　合　　計 36,919,686 100.0 38,341,072 △ 1,421,386

令和5年度歳出決算額（一般会計）



 ４．家計簿にしてみると

　君津市の令和５年度一般会計決算を一世帯あたりの家庭の月平均収入

４４万円（年間５２４万２千円）に置き換えて計算しました。

４５万円（年間５４５万７千円）に置き換えて計算しました。

　収入４４万円と支出４１万９千円の差額２万１千円は翌月へ繰り越します。

　《　き　み　つ　し　の　家　計　簿　》

金　額 構成比

基本給（市税） ２０万６千円 46.8

諸手当（国県支出金、譲与税など） １３万５千円 30.8

パート収入（使用料・手数料など） ２万３千円 5.2

貯金の取り崩し（繰入金） ２万３千円 5.2

前月からの繰越金 １万６千円 3.5

銀行からの借入（市債） ３万円 6.9

親からの仕送り（地方交付税） ７千円 1.6

４４万円 100.0

食費（人件費） ９万３千円 22.2

光熱水費など生活費（物件費・維持補修費） ７万７千円 18.4

医療費（扶助費） ９万６千円 22.9

家具や電化製品の購入費（普通建設事業費） ４万４千円 10.5

ローンの返済（公債費） ２万２千円 5.2

子どもへの仕送り（繰出金・補助費） ６万６千円 15.8

貯金の積み立て（積立金） １万４千円 3.3

その他雑費（貸付金など） ７千円 1.7

４１万９千円 100.0計

収　　入

項　目　（内　容）

給与

計

支　　出



５．君津市の財政状況について

　　　君津市の市税収入、歳出と経常収支比率の推移（決算額）
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176173 170 168 174 174 174 180 176 182

※経常収支比率とは
使いみちに制限のない収入に対して、給料、借金の返済、福祉にかかる費用をはじめ、

通常必要とされる費用を支払ったお金の割合のことをいいます。この割合が低いと、施設
の整備、災害復旧、新たな市民サービスなどへ柔軟に対応することができます。

固定資産税などが、一定の水
準を維持しています。
歳出総額は、臨時の交付金
などにより高い水準を維持
しています。

経常収支比率は、
人件費や社会保障関係
費の増などにより、
高い水準にあります。



君津市の貯金（財政調整基金※）残高の推移

※財政調整基金とは
  景気の影響など、市税収入が年度によって増減するため、収入が不足することがあ
ります。このような場合に備えて年度間の不足に対応するため設置しているものです。

君津市の借金（市債残高）の推移
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老朽化する施設等の整備

などにより、返済する金

額に比べて、借入額が増

えたため、借金が増えま

した。

君津市の歳入は景気の動向に

左右されやすいため、市税収

入が減少した際は貯金を取り

崩して対応しています。



【健全化判断比率（単位：％）】

4つの指標 君津市の算定結果 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 12.49 20.00

連結実質赤字比率 赤字なし 17.49 30.00

実 質 公 債 費 比 率 4.2 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 30.9 350.0 -

実 質 赤 字 比 率 …収入に対する一般会計などの赤字の割合

連 結 実 質 赤 字 比 率 …収入に対する全会計を含めた赤字の割合

実 質 公 債 費 比 率 …収入に対する借金返済の占める割合

将 来 負 担 比 率 …１年間の収入総額に対する既に将来支払うことが決まって

　いる総負債額の割合

６．君津市の財政は健全なの？
　
  自治体の財政の健全性を示す４つの指標があります。
令和５年度決算に基づき算定したところ、いずれの指標
についても国が定める基準を下回っており、健全な状態
でした。

※地方公共団体は、健全化判断比率（４つの指標）のいずれかが早期健
全化基準以上である場合には、「財政健全化計画」を定めなければなり
ません。また、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率のい
ずれかが財政再生基準以上である場合には、「財政再生計画」を定めな
ければなりません。

７.今後も大丈夫？
　
  現在、君津市の財政状況は健全に保たれています。
　しかし、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少などに
より、今後、税収の大幅な増加を見込めない状況にあり
ます。
　また、社会保障関係費の増加や都市基盤・公共施設の
長寿命化対策、デジタル化・脱炭素化・地方創生の推
進、防災・減災対策など、財政需要は年々増加する傾向
にあります。
　経常的経費の抑制や業務効率化の推進などにより財政
の健全性を維持しながら、市民みなさまのニーズを的確
に把握し、将来にわたり持続可能な行財政運営に努めて
いきます。

国が定める基準


